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花粉症

　医学的…アレルギー性鼻炎及び結膜炎

　原因…スギ、ヨモギ、ヒノキ、ブタクサ等の花粉、ハウスダスト、大気汚染

　メカニズムその1

　　アレルギー反応

　　　Ⅰ：アナフィラキシー型⇒症状が急激

　　　Ⅱ：円形脱毛症

　　　Ⅲ：関節リューマチ

　　　Ⅳ：移植免疫

　　　Ⅴ：バセドウ症

　メカニズムその2

　　体内のマクロファージが貧食

　　　　↓抗原提示

　　Tリンパ球　　　　　　　　　　　　　　肥満細胞
　　　　↓活性化因子　　　　　　　　　　　ヒスタミン⇐炎症

　　Bリンパ球→花粉用の抗体→IgE（鍵）→ブラジキニン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロイコトルエン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロスタグランジン⇐痛み

　ヒスタミン（鍵）

　　血圧降下、平滑筋（子宮、胃腸、肺）収縮、腺分泌促進

　　（鍵穴）→細胞膜上の受容体

　　　　H1…平滑筋、血管、神経

　　　　H2…消化器→胃酸

　　　　H3…中枢神経

　　　　H4…脾臓、小腸

第2章（P19～29）

　体の細胞数…60兆個　　　　　　　　　4大組織

　　大まかに分けて200種類　　　　　　　　◦上皮細胞…皮膚や内臓の表面

　人の骨の数…206個　　　　　　　　　　　◦結合組織…骨と筋肉、骨と骨をつなぐ

　最大の骨…大腿骨　　　　　　　　　　　　　　　　　　脂肪は体内の臓器をつないでいる

　最小の骨…あぶみ骨（約3㎜）　　　　　　◦神経組織

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◦筋肉組織

　運動器系…筋肉、骨、軟骨

　循環器系…心臓、血管、リンパ管

　神経系…脳

　内臓系…胃、肝臓、小腸

　感覚器系…目、耳、鼻、舌

　外皮系…汗腺、乳腺

　細胞の構成物質

　　水（70％）…1日１ℓ必要

　　タンパク質（16％）…構造タンパク質、酵素

　　高分子（核酸）（10％）…DNA、RNA、グルコース（ブドウ糖）

　　無機イオン（1％）…Na⁺、K⁺、Ca²⁺、Fe²⁺、Fe³⁺、Zn²⁺

　Zn²⁺の効能

　　海馬…記憶学習中枢→低下するとアルツハイマーになるとも近年言われる

　　核酸合成→低下するとまず味覚に悪影響を及ぼす

　　ドーパミン分泌→低下するとうつ状態へ

Zn²⁺はビタミンＣと一緒にとらねばならない

　抹茶、緑茶、数の子等に多く含まれる

　Zn²⁺2ｇの場合

　　1日の摂取量…170mg（カキ100gに100mg含まれる）

　食事→消化→グルコース→小腸で吸収→血糖値↑

　　　グルコースは1日分しか蓄えられない。それ以上は脂肪に吸収される。

　ヒトの血糖値の適正値…100mg／㎗

　　50mg／㎗…低血糖値

　　300mg／㎗…高血糖値

　インスリン（膵臓β細胞から分泌）…血糖値↓

　細胞図解→P25を参照

　　核…DNAの複製、RNAの合成

　　核膜孔…遺伝情報の出入り口

　　粗面小胞体…リボソームでタンパク質の合成

　　ゴルジ体…タンパク質の集積、分類、仕分け

　　滑面小胞体…カルシウムの貯蔵、リン脂質代謝、コレステロールの生成

　　リソソーム…タンパク質の分解

　　　リソソーム病…タンパク質分解酵素の欠損、20万人に一人

　　ペルオキシソーム…アセトアルデヒドの分解、脂肪酸・アミノ酸の代謝

　　　　　　　　　　　これに含まれるカタラーゼは活性酵素（フリーラジカル）を抑え、酸化を防ぐ

　　　ペルオキシゾームの欠陥は、ALS（軸索硬化症）等の神経疾患を引き起こす

　　ミトコンドリア…グルコースからATPを作る

→この機能を欠くと糖尿病や肥満になる他、脳のエネルギーが不足して神経細胞に異常をきたす

　　　　自身のDNAを持ち、独自に細胞分裂している。さらに母性遺伝の性質を持つことから、

　　　　人類アフリカ起源説の根拠ともなった。

　　　エンドソーム…細胞の外の物質を取り込む

　　　分泌小胞…グルタミン酸、ドーパミン、セロトニン、破骨細胞等が含まれる

　　　　破骨細胞…分泌小胞に含まれる塩酸で骨を溶かし、血中のCa²⁺濃度を増やす

　　　　骨芽細胞…アルカリフォスターゼ（Ca²⁺を取り込んで骨を形成する酵素）を分泌

　　　　両者のバランスが崩れ、破骨細胞の活動が過剰になると骨粗しょう症になる

　　　　骨芽細胞はエストロジェン（女性ホルモン）に反応して活性化する

第3章～第4章（P30～54）

　DNA…A(アデニン)、T（チミン）、G(グアニン)、C（シトシン）の4種類の塩基からなる

　　　　化学物質

　遺伝子（gene）…特定のタンパク質を作りだすためのDNA配列（25000個）

　ゲノム（genom）…生物種すべてのDNA配列

　～血液型～

　　日本　O…27％　　　　　ドイツ　O…41％　　　　　コロンビア　O…61％

　　　　　A…39％　　　　　　　　　A…45％　　　　　　　　　　　A…27％

　　　　　B…22％　　　　　　　　　B…10％　　　　　　　　　　　B…10％

　　　　　AB…10％　　　　　　　　AB…7％　　　　　　　　　　　AB…2％

　　アジアはB型、ヨーロッパはA型、アフリカはO型、北米はA型、南米はO型が多い

　～かかりやすい病気～　藤田教授（東京医科歯科大学）
　　A型…結核、マラリア、ノロウイルス、心筋梗塞、糖尿病

　　O型…コレラ、ペスト、胃潰瘍

　　B型…肺炎、インフルエンザ

　　AB型…肺炎、インフルエンザ、天然痘

　～かかりにくい病気～　同上

　　A型…ペスト

　　O型…肺炎、がん、糖尿病

　　B型…天然痘

　　AB型…コレラ、ノロウイルス

　O型…OO：O（父方）とO（母方）

　A型…AA：A（父方）とA（母方）

　　　　AO：どちらかがA、どちらかがO

　B型…BB：B（父方）とB（母方）

　　　　BO：どちらかがB、どちらかがO

　AB型…AB：どちらかがA、どちらかがB

　AO、BOはなぜA型、B型になるのか？

A、 Bは優性：その表現型になりやすい

Oは劣性：その表現型になりにくい

　　　　　⇓

　　＜優勢法則＞：メンデルのエンドウの実験

　　　AOの父とBOの母から子が生まれる際、その子の遺伝子型はAB、AO、BO、OOの4通り、表現型はAB、A、B、Oの4通り存在しうるが、AB、A、Bが優性となる

　　＜独立の法則＞

　　　AとBの父母が子を産むと必ず全タイプの型が生じる

　　＜分離の法則＞

　　　劣性であっても、頻度は少ないが必ず生まれる

　遺伝情報の流れ

　　　DNA（設計図）―（転写）→mRNA―（リボソームが翻訳）→タンパク質

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　↑

アミノ酸をつなげる――――――

　　　DNA　―□――□――――□――――――　　全部で2m

　　　　　普段は10マイクロメートルの核の中にある。

　　　　　　　　　　　　　⇓　転写

　　　DNA　―□――□――――□――――――　（スプライジング前）

　　　　　　　　　　　　　⇓

　　　イントロがなくなって　□□□―――　（スプライジング後）

　遺伝病：赤緑色覚異常

　　　　　　男は20人に1人、女は500人に1人→日本で500万人

　　錐体細胞：色の三原色（R、G、B）

　　　　赤を感じる錐体細胞に異常があると第1色覚異常

　　　　緑を感じる錐体細胞に異常があると第2色覚異常

　　色覚異常遺伝子は劣性であり、血友病や筋ジストロフィーと同じ伴性劣性遺伝である。

　ヒトの染色体…46本、23対（父方、母方共に23本ずつ）

　性染色体…XX：女、XY：男

　遺伝子の情報がおかしくなると起こる遺伝子疾患

　　◦染色体異常…ダウン症（トリソミー）：21番目の染色体が3本

　　　　　　　　　自閉症：同じく5本（全てではない）

　　◦遺伝子増幅…ハンチントン病　特定の遺伝子配列だけ繰り返される

　　◦突然変異…がん

　　◦環境+多数の遺伝子変異によるもの…高血圧、糖尿病、アルツハイマー病

　家族性乳がん（優性遺伝）→娘が遺伝子を持っていれば、母も必ず持っている

　　原因遺伝子…BRCA1（ヒトの約52％が持つ）やBRCA2（同じく約32％が持つ）

　　発病率は50歳までに50％、75歳までに80％

　遺伝子治療

　　成功例…アデノシンアミナーゼ（細胞内で核酸の代謝酵素）の欠損

　　　　　　→リンパ球が増殖せず、免疫不全

　　　異常リンパ球を取り出し、正常な遺伝子を組み込んだウイルスに感染させることで、正常な遺伝子をリンパ球に組み込み、患者に注射

　　脳梗塞への応用が図られたが不可能。成功したのはリンパ球を体外に取り出せたため。

　ABO血液型→メンデル遺伝→一つの遺伝子→形質が決まる

　一卵性双生児→同じ染色体をもつ

　　顔は似ているが、病気のなりやすさや食の好み、学習能力は一致しない

　大部分の病気…一つの遺伝子だけでなく、多数の遺伝子+環境因子が関与（多因子遺伝）

　アポリポタンパク質E（アポE）（P44）→3種類（E2/2…8％、E3/3…78％、E4/4…14％）

　　血液中のコレステロール濃度をコントロール

　　　血中に存在→コレステロールと結合→細胞に運搬

　E2/2…コレステロールとの結合が行われにくく、血中コレステロール値が低い

　　　　高脂肪食を食べても結合しにくいため、血中コレステロール値が上昇

　　　　→高脂血症（家族性Ⅲ型）：神経症になりやすいが、薬も効きやすい

　E4/4…アルツハイマー病になりやすい

　　　　30～40種の遺伝子が関連しており、現在他の原因遺伝子を探している

　食事後、血糖値が上昇。グルコースは脳にとって重要（とりすぎは×）

　→膵臓のβ細胞（糖センサー）からインスリンが出される。（遺伝子のフィードバック）

→筋肉、脂肪細胞の表面の受容体（レセプター）にインスリンが結合し、細胞内に糖（グルコ

ース）を蓄えさせる。（蓄えられる糖は1日分、腹の内臓脂肪は5日分まで）

→血糖値が低下

→β細胞に血糖値低下が伝わる

→遺伝子抑制（負のフィードバック）

　正のフィードバック

　　GATA－1因子→遺伝子転写因子→造血幹細胞の核内に存在（図解…P46）

　　　↳DNAのGATAに結合

　体内時計（振動フィードバック）

　　DNA　（CRE）―（E-BOX）―（per2）→翻訳→「朝だ」と認識→促進因子を抑制する

　　　　　　　↑　　　　　↑

　　　　　光応答配列　　朝配列

　　促進因子…BWAC-1（脂肪細胞に多い）、clock→夜に増加
　光の認識

　　光→目→視床下部→松果体→メラトニンを分泌

　　メラトニンの分泌量は昼に少なくなり、夜に多くなるという周期性を示す。

　DNA　　（エキソン1）―――（エキソン2）―――（エキソン3）―――（エキソン4）

　　　　　　　　　　　　↑

　　　　　　　　　　イントロン（―の部分）

　　スプライジングはDNAの読み取りの際、イントロンを除外して転写する。しかし、エキソ

　　ンをとばしたmRNAが発生することもあり、これをオルタナティブスプライジングという。

　　スプライジング…（1）（2）（3）（4）

　　オルタナティブスプライジング…（1）（3）（4）や（2）（3）（4）等

　25000の遺伝子（体内のタンパク質数より少ない）のうち、一部にオルタナティブスプライジングによって新たな遺伝子が生まれている。

　一卵性双生児

　　DNA、遺伝子は同じであり、染色体が外部の影響、情報を記憶する

　　→DNAの修飾

　　　　ATCGの4塩基のうち、Cのシトシンはメチル化され、遺伝子発現が抑制される…①

　　長さ2mのDNAは、ヒストン（タンパク質の一種）に巻き取られた状態で核内に存在する

　　ヒストン…アセチル化→発現促進…②

　　　　　　…メチル化→発現抑制…③

　　以上、3種類の化学的な発現調節メカニズムが存在する。

　神経細胞や肝細胞、皮膚細胞はDNA自体は同じだが、それぞれの細胞のDNAのアセチル化（メチル化）する箇所が異なる。→エピゲノム（epigenom）

  化学変化の箇所は正常な細胞とがん細胞によっても異なる。

　IGF-2（インスリン増減因子）…細胞増殖をコントロール

　　正常…父のIGF因子と母のIGF因子は別々のメチル化をして、父方の細胞をもとに

　　　　　IGF-2を作る

　　　異常…両親のIGF因子が共に父型IGFとなり、IGF-2が2倍分泌される

　　　　　　→がんになりやすい

　メチル化をリセット⇒未分化の細胞＝万能細胞

　メチル化を抑制する因子を4つ入れることで、体細胞を万能細胞に戻せる

　　かつてはがん細胞が使う初期化遺伝子を入れたので、このオリジナルを分化させると必ずがん化した。今はそれを除いて3つにしている。

　クローン羊ドリーの場合

　　未受精卵から核摘出→皮膚細胞から取り出した体細胞の核を移植→未授精なので細胞分裂開始
